
 

 

 

 

 

 多様性を受け入れる 

ゆり支援学校 校長 阿部 裕子 

 

交流及び共同学習では、子供たちが共に活動し、同じ時間を過ごす中で、できることや苦手なこ

と、感じ方の違いに気付き、それぞれの違いが特別なものではなく、誰の中にもあることとして受け

止める心を育むことを目指しています。本校においても、学校間交流や居住地校交流を実施してお

り、交流の機会は限られるものの、経験を重ねるごとに相手を理解しようとする姿や、子供たち同士

が自然に関わる姿など、互いを尊重する姿が見られることをうれしく思います。 

この交流及び共同学習を下支えしているのが、障害理解（多様性理解）授業です。「人の気持ちが

分かるようになりたい」「自分の普通はみんなの普通ではないことが分かった」「大事にしたいこと

は心のバリアフリーです」これらは、授業を受けた小・中学校の児童生徒の感想です。授業を通して

子供たちは、障害だけではなく、子供や高齢者、妊婦、外国の人など、自分の周りには自分とは異な

る立場や背景をもつ人がたくさんいることや、様々な価値観があることに気付きます。そして、実際

に交流する体験を通して、自分と違うことを排除するのではなく、受け入れることで新たな価値観を

身に付け、「みんな違って みんないい」という気持ちをもてるようになるのではないかと考えてい

ます。 

交流後、「○○さんと会えてうれしかった」「一緒の勉強楽しかった」「心配したけどたくさん話

ができた」と満面の笑みで語る子供たち。今後も互いを尊重し合いながら共に生きる力を育くんでい

く取組を、地域とともに進めていきたいと考えています。 
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